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TCFD提言
に基づく情報開示
-目標の進捗状況-



カーボン
ニュートラル

指標と目標（2023年5月公表）

• 当社グループは、気候変動が経営に及ぼす影響を評価・管理するため、下記の通り指標と目標を設定します

※1 Scope1：燃料消費に伴う排出量（直接排出）
※2 Scope2：購入した電力・熱の使用に伴う排出量（間接排出）
※3 出来る限り排出削減した結果、排出せざるを得なかった分を吸収または除去し、全体としてCO2排出をゼロにする

CO2排出量の推移と目標（Scope1+2）指標

温室効果ガス（=CO2）排出量（Scope1,2※1※2）

対象範囲

フジテレビジョン、サンケイビル、DINOS CORPORATION

目標

上記達成に向けて、2023年度にフジテレビ本社ビル、
湾岸スタジオで、非化石証書の調達などにより

実質再エネ電力100%を目指します
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① 2030年度までに2013年度比50%減を実現
② 2050年度までにカーボンニュートラル※3を実現
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カーボン
ニュートラル

指標と目標（進捗）
・2023年度に、フジテレビジョンは本社ビルと湾岸スタジオで、実質再エネ電力100％を達成しました
・このような取り組みにより、当社グループの2023年度のCO２排出量は、前年比▲15.0％、基準年度比▲28.8％となりました。

※1 Scope1：燃料消費に伴う排出量（直接排出）
※2 Scope2：購入した電力・熱の使用に伴う排出量（間接排出）
※3 出来る限り排出削減した結果、排出せざるを得なかった分を吸収または除去し、全体としてCO2排出をゼロにする

CO2排出量の推移と目標（Scope1+2）
指標

温室効果ガス（=CO2）排出量（Scope1,2※1※2）

対象範囲

フジテレビジョン、サンケイビル、DINOS CORPORATION

目標

3

① 2030年度までに2013年度比50%減を実現
② 2050年度までにカーボンニュートラル※3を実現
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基準年度比
28.8％削減

2023年度は、
フジテレビ本社ビル・湾岸スタジオで実質再エネ100％達成
⇒グループのCO2排出量は基準年比28.8％減

前年度比
15％削減


